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1．は じめ に

　北西 太 平洋 で 発 生 し た台 風 の 約 20 ％ は 、北 上 し な

い で そ の ま ま 西進 す る。南 シ ナ 海 を超 え て イ ン ドシ ナ

半島に 上 陸 す る台風 は 、西 風 モ ン ス
ー

ン が 終息す る 9
〜10 月 に 多く、多量 の 雨を もた らす。著者 らの 統計的

な解析 で 、イ ン ドシ ナ 半島 に 上陸す る台風 の モ ン ス
ー

ン 後退期 の 著 し く変化す る風系 に対応 した 季節変 化や

経年 変化 が 示 さ れ た （2004 春季 ）。

　 本研 究 で は、それ らの 台風が 西進 しな が ら発遠 ・衰

弱 し て い く過 程 に お い て 、周囲 の 環境場 か らどの よ う

に影響 を受 け て どの よ うな内部構造 を持 つ か を、複数

の 事例 を成 長過程 に 分けて 観測結果 と数値 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に よ り 調べ た 。

2．解析概要

　 解析 し た 事 例 は 、8 月 後 半 に イ ン ドシ ナ 半 島北部 に

上 陸 した TO312 （ケ
ー

ス 1）、9 月 の TO313（ケ
ー

ス 2＞、
11 月 の TO123 （ケ

ー
ス 3）で あ る。　 TRMM （PR ・TMI ）

や GMS や GOES に よ る 衛 星雲 画像や GPCP 目 降水

量、気象庁 台風 BestTrack デ
ー

タを用 い た。

　 数値 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に は PSU −NCAR 　MM5 　ver3 ．4
を使用 した。南 シ ナ海を中心 と した水

’
再格 子 間隔 27km

の Domain1 （D1 ：360 × 220 × 29層）と、水 平格 子 間隔

9km の Domain2 （D2 ：580 × 400　x 　29 層）の 領域をと っ

た。対 流 パ ラ メ タ リゼ ー
シ ョ ン は D1 で Grellス キ ー

ム 、D2 で は 使用 し て い ない
。 雲微 物理 過程 に は Shnple

iccス キ
ー

ム を、大気境界層 に は MRF ス キ
ー

ム を使 用

す る，，初期 fl宣・
境界値 に は NCEP 　FNL 　AIIalysis（1

°
格

子）を用 い た。3 ケー ス の 発 生 か ら衰弱 ま で の 6〜7 日

を D1 で シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を行 い 、そ れ ぞ れ の 台 風 成

長過 程 で 分 け て D1 の 結果か ら 1way ネ ス トダ ウン に

よ り D2 で 2〜3 日の シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン を行 っ て い る。

3 ．解析結 果

　 Best　Track デ
ー

タに よ る と、ケ
ー

ス 1 は 北西太平洋

の 東 で 発 生せ ず に 熱 帯低気 圧 が 発 達 し な い で 西進 し 、
フ ィ リ ピ ン 海 で 急発達 （−40hPa ／2day ）し て 台風 と な る

（発 達期 1）。そ の 後 、南 シ ナ 海北 部を発 達 し なが ら通過

して 、ベ トナ ム 北 部 に 上 陸す る （発達期 2）．上 陸後 は

急激 に 衰 弱 （＋ 3〔｝hPa／lday ）して 消 滅 す る （衰弱期）。

　 発達期 ］、： シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン で は 西 進 し て きた 下 層

の 渦 が 、フ ィ リ ピ ン 海 北部 で 発達す る様 子 が 再現 され

た．そ の 環憤 場 は、南西 モ ン ス ー
ン と亜熱帯高気 圧 の

貿易風 帯 との 間 の シ ア
ーゾー

ン と な っ て い た 。

　 発 達期 2 ；TRMM に よ り 南 シ ナ 海 で 発 達 して い る 時

の 台 風 の 眼 と そ れ を 取 り 巻く壁 雲 や レ イ ン バ ン ドが 観

測 され て い る （図 1）。壁 雲 は 、南 西 象限 で よ く発 達 し て

い る 非 対 称構造 が 確認 され る。壁雲 の 南側 に も東 西 と

南西 に 走る レ イ ン バ ン ドが 現れ て い る。衛 星 雲画像で

は 南側 の レ イ ン バ ン ドに 対応 した 南東部に 延び る 雲域

と 、中心 か ら 南 西 に 延 び る雲 域が 見 られ 、中緯度 ま で

北 上 す る 台 風 の 雲分布 と は 異 な る n シ ミュレ ー
シ ョ ン

結果 は 、眼 に 対応 す る乾燥域 と、壁雲 に 対応 し た湿潤

域、そ の 南側 の レ イ ン バ ン ドな どが 、観 測結果 と 比 べ

る と位 置的に よ く対応 し て お り、台 風 の 内部構 造 が 良

く再現 され て い る と考え られ る （図 2）。壁 雲域 で は 強

い 上昇流 と な り、眼や そ の 北側 で は 弱 い 下降流 と な っ

て い た。台 風 中心 付 近 の 水 平 風 速分布 で は 、壁 雲 が 発

達 して い ない 北側 が 南側 に 比 べ て 大 き い 。台 風 周 囲 で

は、対流圏下層 の モ ン ス ーン の 南西風 に よ り南 シ ナ海

南部 か ら台風 へ の 水蒸気移流 が見 られ た 。 対流圏上層

は 北東風が卓越 し、台風 の 外 出流 や 上層雲 も南 西 方向

に 延び る。

　衰 弱 期 ニ イ ン ドシ ナ 半 島に 上陸 した 後 の 台 風 は 消滅

す る が 、衛星 雲画像に よ る と雲域は くずれ なが ら も内

陸ま で 西 進 して い た 。 GPCP 日降水で も台風 消滅 の 1

日 後 に イ ン ドシ ナ 半 島内陸北部 で 降 雨 が 観測 され て い

る。 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 結 果 で は 、上陸 後 も渦 は 内陸 に

西進 し、そ の 循環 に よる南 シ ナ海 北部 か らの 水蒸 気流

入 が 再現 され て い る。

　 発表 で は 他 の ケ
ー

ス との 相違点や 、北 上 す る 台風 と

の 比較 も紹介す る。
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図　1：　　 2003 年 8 月 24 ！103UTC の TRMM
TMI （2A12 ）降雨強度 （シ ェ イ ド ：1mm ！h 以 上 、実線 ：

5mm ／h 以 上）
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図 2： ケ
ー一

ス 1発達期 2 の シ ミ ュ レ
望

シ ョ ン 結果 （Do −

nnain2 ）。　o
「　OOhPa 高度 の 相 対 湿 度 （シ ェ イ ド ： 70 ％以

ヒ）と雨水雲水総 量 （実線 ： 51nm 以上）と 850hPa 高度

の 水 蒸気 フ ラ ッ ク ス （ベ ク トル ：kg／kg ・rn／s）。内側 の

領域 は TRMM 観測領域。
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